
東京にいる

2007.09.05

今気づいたが、日本についてすでにまる１日が過ぎていました。宿舎の部屋の外からきこえた声が、なんかよく知っている声のような気がして、しばらく考えてやっとEVAの声
優の声と、声のリズムもそっくりだと気づきました。しばらくその声にじっと耳を傾けていました。
昨夜東京の市街地に出て、にぎやかな街をバスで一気に走りぬけたとき、
北京でずっと暮らしていた自分でさえ驚かされっぱなしでした。
東京の夜景はとてもきれいでした。同じ国際都市とはいっても、北京と上海とはまったくちがうかんじがしま
した。同じように都市が現代化をしていってもそこにもとめる美しさ、というものは違うのですね。さすがは花の都とうたわれる街です。
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久しぶりの日記です

2007.09.12

本当に最悪だ、日記を書いて半分まで書くとすぐ終わってしまい、結局行き詰ってしまう。...今までの数百字はすべておじゃんだ……落ち込む。
よし、又書くことにしよう。
9月7日晩に歓迎会があるらしいということで、自分の先生に会うことができそうで、みんなはすごく興奮してました。結果、ある人は願いどおりに会えたけど、多くの人は自
分の先生に会えませんでした。それは後でわかったのですが台風9号が東北地方に向かった関係からでした。東北地方の先生は台風で身動きがとれなっかたのです。..^-^
9月8
日に何とか私と哈喬的先生を会うことができました。あまり背は高くなく少し太っててるけど、仕事できそうって感じの男の人です。北海道の先生はアメリカから来た黒人で、
彼の奥さんは日本人です。面白いのは、彼らの子供は見たと感じ東南アジア人ようです。先生達と昼食を共にした後に、東京駅へ急ぎました。先生は2台タクシーに乗せてくれ
た。日本の道路は広くないけれど、乗ってて快適です。たとえ市の中心でも北京の京通快速路のようにスムーズです。
それから、ついに新幹線と会うことができた、僕達の乗
った新幹線はYAMABIKOと言って、“山の神”の意味です。ハッハッ、山の神様が僕たちを仙台に届けてくれるんだ。切符は10000円、人民元の600数元に相当して、どうも神と
会ってをやはり無駄にならなかったようだ。もし基金会が払ってくれなかったら高くて乗れなかったと思う。来るのが早くついたので、30分待たねばならず、コーラを買っ
た。不注意からこぼしてしまい地面を汚してしまった。 ・_・！!ここは東京駅なんだ！！急いで係りの人を探して、長い間釈明した(緊張)、結果、彼女はとてもてきぱきと言
った：“このまましてて大丈夫よ。” -_-||| 僕がお手洗いから帰って来ると、すでにきれいになってた。
さすがに新幹線、ずっと飛行機のスピードを維持してる、ただ惜しいの
は翼がないだけ。~2時間で仙台に着いた。まるでお父さんが出勤する時間とたいして違わない。
仙台に着くとすぐ、車で郊外に送り届けてくれました……まるで僕があの年北
京に行った時のようです。でも今回は楽しくて、やはり学校がやはり郊外にあるのが比較的に良いです。学校はとても大きくて、また2つの校区に分かれてて、寮は学校までも
約10分の道のりです、周囲はすべて家で、うっかりすると道に迷いそうです。近くに大、中、小の 3軒のコンビニがあり、買い物には便利です（ただ高いだけ、日本だか
ら）。
初めて寮に住んで、少し緊張してます。でも住んでる日本の生徒はとても親切で、多くの友達と知り合いになれた。滝沢君、岡野君、高橋君などです。初めての寮生活
なので、中国とどのように違うかはよく解りません。慣れないのが問題かも知れない。学校に通うのはわりとゆったりしていて、朝は9時から授業午後4時に終わる。ただ昼休
みは短くて、30分だけです、だからメチャクチャ早くご飯を食べ終えなければなりません。
今は引き続き日本語の補習受けていまうすが、10月2日進学クラス( ?)みたいなの
に移りそうです。うれしい~でも微積分をやらなきゃいけない…… =。=||| ……えっ…　少なくとも数学は大丈夫のはず。
日本の最もすごいもので虫に勝るものはありませ
ん。1日目の晩に状況を知らないで、外で半時間程いたら……左手全部の腫れていました……小さな蚊にわずか3箇所刺されただけなのに。……
やはりなかなか上手くいってる
と思う。ただ毎日、日本語授業に行くのが少しつまらなくて、学ぶことは比較的に簡単だけど、進度は速いけど。おそらく9月20日ごろ役に立つことを聞けるはず。今は単語の
暗記。いい点は他のクラスメートがみんな英語を話すので、ついでに英文の復習になりました～
とてもこまごまとささいな事ばかり書きました、今日はこのへんにしておきま
す。私の寮の部屋の窓から見える写真、添付します。朝あまりに早く起きたので、その他の人がまだ目覚まし時計と格闘してる時間に撮ったものです。天気は結構変で、今日の
午前はずっと雨が降ったけど、午後は一片の雲さえ見えないほど晴れてる。剣道の部の活動に参加しようと決めました。でも声がかれる危険ありです。
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写真

2007.09.12

窓から見える明け方
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窓から見える明け方の2

2007.09.12

窓から見える明け方、窓は私の寮の窓です。
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仙台の夕焼け（原版）~~

2007.09.13

すっごくきれいと思わない?これは原版ので、多少僕が修正して^-^少し引き伸ばした~
昨日、日記を送り終わって、図書館から出て来た時に見た光景です。二階にかけあがり
撮りました。こういうものにはなんの抵抗感もない。。。これから毎日カメラを持って出かけよう～～～
写真の中の電信柱がもし景色を壊してると感じるならみんなに謝らな
きゃ。～僕は電信柱を見るとなにか安心感のようなものを感じるし、雲と空だけだと単調だし。それで思わず一緒に撮ってしまった。まったく個人の好みです～すみませーん～
（お辞儀~）
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仙台の夕焼け（改訂版）

2007.09.13

これは僕が修正した写真です、原版の色が薄すぎるため、少し美しい感じにしようと思って。引き伸ばしたらなかなかインパクトがある。~~惜しいことに大きさが3メガくら
いあるし、みんなのはそんなに速くないだろうし、なので圧縮のバージョンをおくります。でもどうしてももう少し大きくしたい。みんなが気にいるといいけど～～～
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雨の匂い

2007.10.13

多少遅くなるとしても、来るべきものは必ず来る。風が止むと、秋の仙台はやはり雨に濡れそぼったのだった。
微かな冷たい風が雨の気配を部屋の中に運んでくる。注意深
く、夏の日の埃っぽさを運ばないようにして。窓の外ではすべての色がしだいに深まってきた。雨のせいなのか、それとも厚い雲に覆われた夕暮れのせいなのかわからないけ
ど。こんなふうにずっと降り続き、夜になった。
　ベッドの前でぼんやりと窓の外のオレンジ色の街灯を見ていると、雨がまるで夏の夜飛び回る虫のようにキラキラと映し出
される。水溜りには街灯と雨がキラキラと映し出され、そのキラキラした雨がキラキラした水溜りに落ちてキラキラした波紋を作り出す。すると僕はますますぼんやりしてしま
う。さすが秋雨だなあ。
　雨が止んだのを知ったのは朝になってからだった。喜んで起きて、窓を開けて新鮮な日光と空気を吸い込んだ。見上げると空には雲が散らばり、昨
日の分厚い雲を思い返す。大部分はもう地平線に消えていったんだろう。それから、ゆうべ窓を閉める前も雨音が聞こえなかったのは不思議だなあと思った。片づけが終わり、
寮のおばあさんにあいさつをして出かけた。
　大通りを歩きはじめると、なじみのある甘い香りが漂ってきて、小学校の門の前で食べた１本５角のアイスキャンデーを思い出
した。校門の前の屋台や、まるい小さな葉がついた木も。葉の間には米粒ほどの、小さくて目に付かないけどいい香りのする白い花が咲いていたのだった。そうだ、あれだ、キ
ンモクセイだ、キンモクセイが咲いたんだ！　僕はもう何年もキンモクセイの香りをかいでなかった。たぶん小学校卒業以来だ。それは地域の関係で、北京にはほとんどキンモ
クセイがなかったから。まさかここで嗅ぐことになろうとは。
　まるで小学校のときに使い慣れていたものの最後と同じだ。秋風が過ぎ、秋雨が降り、楓が色づき、キンモク
セイが咲き、銀杏が黄色くなり、秋がやってきた。
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10月14日曜日

2007.10.17

今日は哈喬の誕生日です、残念ながら起きるのが遅くて。哈喬はｗと一緒にショッピングに行ってしまい、僕一人で寮でほう放ったらかしになった。しょうがない、どのみち、
ショッピングは、行く気がしない、イヤそうじゃないかも……。残念なのは、直接彼女に、おめでとうって言えなかったこと。ここ何日か忙しくて。
哈喬に連絡はしなかった
けど、“おめでとう”って言いたくて、テレフォンカード探して、チェンさんにかけた。この二人は、同じ生年月日なんだ。
お腹がすいて、グーグーいってる。心配なのは、彼
が北京で会えるかということです。その後、まだ朝ご飯食べてないことに、やっと気づいた。そのうえ国際電話をかけた。チェンさんの聞きなれた声や笑い声を聞いた。しゃべ
り続けて、この１ヶ月の出来事を、一通り話した。でも、半時間もしゃべり続けたのに、メールアドレスとかは、言い忘れた。
電話きって、満足気分で、空腹を解決しに行っ
た。
お腹いっぱいになってマルクスの言う、精神文明は物質の基盤の上に成り立つという言葉を思い出した。そこで、すぐ旅に出ようと決心した。外出して旅行しようと決め
た。せっかく日本まで来たのだから、マンネリした日々は我慢できない。ジャッケットをはおり、旅行用の靴に履き替えた：“行ってきま~す”
無意識に西南の方に歩いた、あた
りは静かで冬の早朝のようだ。鳥のなき声と風の声が聞こえる。それと自分の足音。ただ時折通る車は、僕に道の両側の家屋に人が住んで居ることを教えてくれる。確かな秋の
午後、週末穏やかで静かなこの時間に、みんな、どこに隠れているんだろう。
このように、まっすぐ歩いて行くと、行き止まりになった。僕の目のまえに、塀が現れ、頭の上
には高速道路があった。車のビュンビュン走る音は橋の下まではっきりと聞こえてきてた、しかし決してやかましくは、なかった。辺りを見回すと、なだらかな坂が“塀”の上に
現れた、考えずに上ると視野が急に広がった。
河がある。今まで私の行く手を阻んだ“壁”は、堤防だったのだ。堤防の上に立つと、対岸の人や、家屋の間から、延びてきてる
道路が見える、遠くの畑も。畑のずっと先には町があり、その向こうは山。山の外郭は太陽の光が薄っすらとした雲がかかっているて、悠久の歴史のようにぼんやりとしいる。
河は細くて、もうすぐ干上がりそうなほど浅い。河辺は浅瀬のようだ。浅瀬には、アシや樹木が生え、きれいにさっぱりとしている。その周りには、ハクチョウやカモが小さい
公園を作っている。ハクチョウ達は赤ちゃんを連れていて、休む間もなく忙しそうにいている。；カモに比べ、のんびとは出来ないようだ。水面で、身体を揺り動かしながら泳
いで浮かんでる、決して座ってはいない。なかには、思い切って浅瀬に上がり、頭を羽にもぐらせて、眠り込んでいるものもいる。騒がしい白鳥の子供が傍を通り過ぎても、目
を覚ますことはない。
魚もいる、カモの陣地の近くの水辺の中にも。小さな魚達は一緒の群れになり、秩序を保っている：わりに大きいのは最も左側に、右に寄れば寄るほ
ど、小さな魚の群れになり、遠くなる程、カモから離れる。一方カモのように大小の魚は、列を作り距離をあけて、三々五々に泳いでいる。泳ぐとは言っても、ただ、偶然尾ひ
れを少し動かしているに過ぎない。風をまかして滑翔する小鳥のようだ。とても上品で紳士的なたたずまい。いくぶん自負してる様子だ。いわゆる“大人の誇り”といえるだろ
う。また、最大の1匹は、意外にも2羽のカモほどの大きさがある。列の向こうで、独り巡航して、まるで王者の風格。もし魚でなければ、草原の獅子で、必ずやこの気勢に任
せてしっかりし獅子の王の座に、おさまってるであろう。カモさえ彼に向ってお辞儀をして通り過ぎる。彼は最後に太陽の影の金色の輝きの中で、尾びれ振って去っていった。
秋風は遠くの山から吹いてきて、春のように暖かい。
名も知らない花を吹き動かしている。金色の中の金色、ダイダイ色の中のダイダイ色、太陽の日差しの下で揺らめいて、
輝きが燃えているようだ。二人の青年がバイクを運転し、彼らはの恋人を載せている、秋風と同じように私の身体の側を通って行った。巻き上がった風は、僕の髪の毛と彼らの
笑い声を吹きとばした。燃える花のように。
日光はだんだん濃くなった、黄金色のイチョウの葉、西方の山の上では、早くから雲をいただいて、夕焼けは間もなく輝き始め
る。
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夕焼けの更新~~完全オリジナル

2007.10.17

ついに燃えるような雲に遭遇しました。全く修正なしの写真、100%天然色~
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新しい写真~

2007.10.17

1枚目の写真は秋雨の風景
第2枚目
雲、雲です。
第3枚目
完全オリジナルだよ

周　澤陽さんの日記



なんと雪が降った

2007.11.21

先週国際交流センターの先生が、私と哈喬に会いにきてくれました。その上、久しぶりの中国料理に連れて行ってくれた。その日の昼ごろは、雨でしたが、夜になると晴れて、
気温はかなり下がり、11月だというのに、真冬のような寒さでした。僕が冗談に、今日みたいに昼間雨で、夜晴れると、１週間後はきっと雪だよと言った。思いもよらず、三
日後、ホントに雪が降ったのだ。
19日の月曜日、本来なら学校へ行く日なのだが、文化祭の代休で休校。何故だか、休みの日は早く起きてしまう、冬用の洋服を買うつもりが
あるからかものしれない。ちょうど自分の部屋から出たら、廊下がまぶしく輝いているのが分かった。よく見ると、窓の外の家、車の上に真っ白な雪がうっすら積もっていた。
急いで隣の家の兄貴達を呼びにいった。みんながどうして、目を覚ましたのか分からない。ただ、見渡すかぎり真っ白な景色は、大喜びで飛び上がらないばかりです。
日の光
は除雪仕事をあっという間にやってのけた。でも、僕達は１秒を争って雪合戦に興じた。これで、ようやく今年の初雪を祝えるぞ。
外の休憩室で女子生徒が喜びのあまり大騒
ぎ、窓の外では又雪が降ってきたようだ。
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試験が終った

2007.12.12

試験が終わって5日たった、やっと日記を書くの思いついた。
最近かなりだらけている。時間どおりに起きて寝てる、時間どおりに食事をとり授業を受けているのだけど、何故
だか、ある種の漠然とした感じがあるのです。いつもハッキリ目が覚めてないようで、冬休みのHOMESTAYの事も、まだしばらくは決まらないようです。でも大丈夫、もうす
ぐ旅行に行く予定です。京都と大阪、ずっと以前から行きたいと思ってた場所です。（1番行きたいのはやはり秋葉原ですが）天気は
不順で、曇ったり晴れたり。何を着たらい
いのか分からない。着込んだ方がいいのか、薄着がいいのか。全く悩んでしまう。
試験は、あまりいい出来じゃなかったから、触れるのはやめましょう。今は19日の京都行き
を楽しみにしてる、それから1月には、スキーの予定もあるし。待ってる時間はつまらないけど、やっと希望がもてるようになった。
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避難訓練と地震

2007.12.12

仙台来てから、震度1-2度の地震に2回会った。1回目、僕が生涯初めて出会った地震は自習室でのことでした。机の上でうつ伏して寝てしまってたら、誰かが僕の机を揺すった
ように感じた、又誰かの悪ふざけで、目を覚まさせようとしてるかと思った。するとみんなが、地震だと言う。数秒間続いただけだと思う。2回目は、自分の部屋だった、ちょ
うど寝ようとしていた時で、今回はかなりはっきり感じた。突然そばのタンスが揺れ開き、机にドンドンとぶつかった。船に揺られているかのようだ。どうにもじっとはしてい
られない。そばの部屋のからも同じ様な物音が聞こえてくる、急いで廊下に走りでると、みんなも出てきていた、2秒程経って揺れは止まった、寮の入り口の旗も揺れているの
が分かった。
今回の試験が終わった後、学校で避難訓練があった。始まりは、地震発生、地震発生とのアナウンスからです（もちろん日本語で）僕達は急いで机の下に隠れな
ければならない。先生も教卓の下に隠れなければならな（このため、男のクラス担任は、かなり大変だったようだ）暫くして、1警報が解除となり、みんな一緒に外の広場まで
走って（実は中国の授業も同じようです）それから整列し、しゃがむ（とても不安定な姿勢、だからみんな腰を下ろしてしまう）、その後先生から火災の発生時にどうすべき
か、どのように消火器を使うかを説明していただいた。さらに、使い方の実技までしてくれた。まるでお芝居のようだった。残念ながら後ろのほうだったから、声しか聞こえな
かったけど。
寮に帰ってから、特別に避難訓練があった。アナウンスを聞いて外に出て広場まで走り集合する。学校での下地があったため、寮での演習は早く終わった。
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あけましておめでとう！！！

2007.12.31

明日は2008年です！！ 皆さん、新年あけましておめでとうございます！！
最近髪の毛を切って、また写真と同じような変てこな髪型に戻ってしまいました！
修学旅行も終わ
りましたが、まったくもう、時間との戦いのような旅行でした。まずはよく休んで、面白かったことなどはまた今度話しますね。
少し早いけど、皆さんへ新年のご挨拶です。
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homestay

2008.03.03

僕のHOMESTAY先はクラス担任の先生のお宅です。
クラス担任はとても背の高い男の先生で、とてもデキる先生です。時にはとても厳しいので、クラスのみんなはとても先生
を恐れています。僕も少し怖いと感じるけれど、先生は時にはリラックスして、クラスのみんなと冗談を言い合ったりしています。
先生の家には3人の子供がいて、男の子が2
人に女の子が1人。
でも初めて来た時、僕は男の子が1人に女の子が2人だと思っていました。
あれは僕が初めて先生の家の玄関に足を踏み入れた時のこと、僕はリュックを背
負い、手には服を入れた箱を抱えていました。先生の奥さんがとてもうれしそうに出迎えてくれました。奥さんは僕と背が同じぐらいで、もしかすると少し低いくらいで、とて
もあたたかい笑顔をしていました。すると突然僕の両足が何かにつかまれ、両足がむりやり開かれたのでした。下を見るとスイカ頭の女の子がいて、ちょうど歩けるようになっ
たころのようで、口にはおしゃぶりをくわえていて、2本の長くない手で僕の足をつかまえて、とても楽しそうにしていました。先生と先生の奥さんはとても驚いて、この子は
本当は人見知りをするんだけれど、心配なさそうだと言っていました。
先生の上の息子も後ろから玄関を入ってきて、健太というのですが、7歳で、ちょうど先生と一緒に寮に
行って僕の荷物を運ぶのを手伝ってくれていたのでした。この時小さい段ボール箱を抱えていておろそうとしていました。健太はまるで先生のミニチュア版で、先生も、写真を
見なくてもこの息子を見れば、先生の小さい頃がどのようであったかがわかると言っていました。
もう1人女の子が家の中から走り出てきて、ケラケラ笑っていて、たぶん先生
の上の女の子だと思いました。先生は僕にこの子はyukiというのだと教えてくれました。yukiは長い髪の毛を2つに分けてお下げにしていて、少し髪の毛がクリクリ巻いていま
した。yukiが動くにつれてお下げもピョンピョンはねていました。自分のいとこの小さい時を見ているようで、いとこと同じようによくしゃべりよく笑うのです。
その日の夕
食の時に、僕の足に抱きついた“小さい女の子”が本当は男の子だと知りました。裕といいます。
夕食の後、3人の子供は僕を囲んで遊び始めました。健太とはビリヤード、yuki
とはあやとり、そのうえクリーンエネルギー役を仰せつかって裕の三輪車を押してリビングをところ狭しと走り回りました。全く人見知りをしない3人の子供を見て、突然小さ
い時お母さんがいつも僕達に言っていたことを思い出しました：“あなたはごみの山の中から拾ってきたのよ……”僕は今この3人の子供にとって、お父さんが拾ってきた大きい
お兄ちゃんといったところでしょう。

周　澤陽さんの日記



1月の日記追加homestay

2008.03.03

元旦、僕達は先生の奥さんのご両親の家に行きました。そこはマンションで、お父さんはこのマンションの中でクリニックを開いています。元旦の夜のおせち料理はすごいごち
そうで、まずは寿司に刺身、種類もいっぱい、その中に見たところ牛肉のようなものがたくさんありました。真っ赤な肉には白い筋のような線がはいっていました。僕はこれま
で生の牛肉の寿司を見たことはなかったので食べる勇気がなくて、先生に聞くしかありませんでした。その場にいた大人達は僕の話を聞いてみんな笑い、僕にそれは“生の牛
肉”ではなくマグロなんだと教えてくれました。日本人が最も好きな寿司はマグロなんだとも。マグロはとてもきめ細やかで食感がとても良く、高級品とされているのだと……
ほかに日本の鍋料理もあり、いろいろな食材がお鍋いっぱいに入っていて、アーチ形になっていて、とても美しい。もちろん味は言うまでもありません。唯一残念に思ったの
は、日本でお鍋を食べる時には辛い調味料を入れる習慣がないことで、やっぱり辛いお鍋の方がおいしいと思うのでした。
食後はお楽しみの時間です。先生のお父さんは僕が
中国人であることを聞いてから、わざわざ30数年前の古いアルバムを出してきて、僕に自分は1971年に日本の医学生として中国に行ったのだと話をしてくれました。その写真
を見て、1971年なら僕の父はまだ5歳だと突然気づき、なぜだかがまんできず声を出して笑ってしまいました。失礼だったと思い慌てて先生のお父さんに言い訳をしました。お
父さんもこれを聞き、笑いながら自分もこんなにおじいさんになったしまったのだと言っていました……
夕食が済むと家に帰らなければなりませんでした。ご両親のお家はそ
んなに広くないからです。帰り道先生がわざわざ回り道をして、最終日の仙台のイルミネーションを見に連れて行ってくれました。数千の黄色の小さい電灯が葉がすべて落ちて
しまった木に一本一本巻き付けられていて、太い幹から小指ほどの細い枝にも。木々道路の両側と中央分離帯に植わっていて、長い大通りいっぱいにありました。夜明かりがす
べて点灯されると、枝や幹は半分くらい消えてなくなってしまい、空にいっぱいの光が残っているだけでした。精霊のように空に浮かんでいて、かすかに木の下から上までの姿
を映し出しています。自分の目で見なければ、おそらく一生、光の魂に包まれたときのあの震撼を経験することはできなかったでしょう。でもそのとき視線を車の窓の外から中
へ戻すと、3人の子供たちは互いに寄り添い合って、ぐっすり眠りについていました。

周　澤陽さんの日記



冬の雪　2月3日

2008.03.04

まさに1月末から2月の頭にかけて、中国では慌しく春節を迎える準備に入っている頃でしょうか、仙台では雪がますます降りつもる時期を迎えます。11月の頃のようなすぐに
とける淡雪とは違い、この時期の雪は積もる雪なのです。夜半に降った雪が日中とけることもありますが、寒さになかなか布団から出られない朝、輝く雪に覆われた屋根を見上
げると、そこには気持ちがしゃっきとする風景が広がっています。
雪が降る度、雪のボールを作ったり、雪合戦をしたくなります。でもまわりは特にはしゃぐ様子もなく、む
しろメンドウだと思っているフシがあります。これは自分にとってはとても残念なことです。南方では雪はめったに見られないのです。これまでの17年間、雪は1年に1回、見
られるかどうかだったので。冬休みになると、首を長くして雪が降るのを待ちわび、でもめったに雪が積もることはありませんでした。そして雪なんて見ないまま、冬休みの終
わりを迎えるのです。目の前の風景は私にあったはずのない冬休みの情景を呼び起こします。まさに大雪は、南方の子供たちのとって、年越しの夜以上の興奮なのです。あの時
は雪が溶ければ水になるなんてことは全く忘れて、雪の中を海辺の砂浜のように転げまわりました。雪の球を投げあい、玉を握るのももどかしく、雪を投げつけ、全身を真っ白
にしました。帰る頃には全身びしょ濡れで冷えてしまい、大人たちからお小言を食らいました。それでも震えながら明日は何をして遊ぼうか、と話していました。
ここには一
緒になって騒いでくれる仲間もなく、どんなにたくさん、真っ白な雪が降ろうと雪は雪だと、私も特に気にしないようになってきました。最後の雪はさらさらの雪ではなく靴下
に染み入ってくるような冷たい雨で、天空から舞い落ちる冷たい白いモノで、感動はそこにはありませんでした。
私のこの無感動ぶりを哈乔に伝えると、彼女はあなたはやっ
ぱり南の人ね、東北の子供たちは小さいときから雪なんてなんとも思わなくなっている、と言いました。それを聞いて私は彼女に、小さい頃雪で遊ばなかったのかい、冬ってあ
なたたちにとって何なのかと猛然と聞いてみたくなりました。

周　澤陽さんの日記



儚春　2月14日

2008.03.04

2週間、雪が降ったりやんだりしていました。まわりはとても静かです。毎朝、遠くの煙突から立ち上る煙を眺め、まるで冷たい水の中に広がってゆくミルクのようだと思い、
それはとけることなく高く上ってまとまり、本当の雲になってゆきます。
ところがこの間の日曜日から強い風が吹き始め、空の雲たちも羽のようにこころもとなく吹かれてい
ます。もちろん北京の初春の強風とは比ぶべくもないけれど、まるで暖かいコートを吹き飛ばそうとしているかのようで、吹っさらしの顔やむき出しの手がさむさで凍えます。
晩にまた風が吹きましたが、今回は空の雲を吹き散らすこともなく、みっしりとした大きな雪が弧を描いてまるで地面に向かって一気に降り注ぐように降ってきました。雪は地
面に落ちる寸前一度舞い上がり、降る雪や地上の雪がいっしょに舞い上がり暖かい色の明かりにひかれるあつまるたくさんの虫たちのような、まるで強大な生命の「光の祭典」
が催されているようでした。その光は深夜の静寂をはねのけ暗闇に自らの住処を求めようと吼っているかようです････。
北京の短い春を思いおこしました。仙台の春ももうす
ぐです。

周　澤陽さんの日記



もう春？

2008.03.04

うなるような風は来たとき同様、突然去り、暖かな陽が降り注いできました。ぽかぽかした教室はボーっとして眠気を誘います。
日陰にとけ残っていた雪たちもだんだんきえ
てきました。草むらでは日向ぼっこをする猫も見かけるようになりました。
そしてカワイイ雨。
そのとき、私は教室から暗くなってきた空を眺めていました。すると、雨が降
る前の、あのニオイをかんじたのです。授業が終わり同じところでたっていると、雨が次第に地面をぬらし始めました。
なんともファンタスティック。
まだ目の前の木々は冬
枯れのままだけれど、でもきっとすぐに柔らかな新芽が萌え出ることでしょう。新緑の季節の前には花々が咲き乱れる素晴らしい季節を迎えるはずです。

周　澤陽さんの日記



眠れない！！[写真]

2008.03.06

なぜだかここ2日ほど眠れない……明け方4時になっても寝付けなかったことも……
でも、とてもイイ写真が撮れたんだ、みんなにも見てほしい！

周　澤陽さんの日記



家庭科

2008.03.11

試験が終わり、新たに家庭科をの授業をうけることになりました。家庭科では縫い物や料理を習うと聞いていましたのではりきっていたのですが、結局内容は保健体育、BABY
の保育などの勉強でした……ちょっとがっかり。でも教科書には調理の章も載っていたので、さっそく目を通してみました。
午後は「情報」の授業があるようです。一体どん
な内容かな。でも他のクラスメートの話では数学の亜流ようなものだそうです。あ～あ……PCの授業だと思っていたのに。（=_=）

周　澤陽さんの日記



別れの歌

2008.03.25

昨日の午後に寝て、目が覚めたらもう今日のお昼だった。全身に力が全然入らない、つらい。体を引きずってお昼ごはんを食べに行ったけど、もう死にそうだった（>_<)
でも
それでもとても楽しい気持ちなんだ。みんなと一緒に過ごせた時間をムダにしなかったってことだから！僕はみんなのことをいつも想っているよ、だから、みんな共に7月まで
頑張ろう！！

周　澤陽さんの日記



みんな元気？

2008.03.25

みんな無事家に着いたかな？
帰りは飛行機が揺れなかったので、いつの間にか眠ってしまった。夢の中でもまだみんなと一緒にいたんだ！あとの4ヶ月間、みんな必ず楽しく過
ごせるように祈っているよ！！！
それから、僕は歌の練習をしてみるよ。そうすればカラオケを歌いに行くのもヘッチャラになるしね。そのときは、みんなでpartyしよう
ね！！

周　澤陽さんの日記



あの黄昏［写真］

2008.03.25

これは3月24日の黄昏時。中間研修の最終日のもの。とてもきれいで、ちょっと物寂しい感じもするよね。
写真を見ていると、中間研修の事を思い出すことができるだろー！

周　澤陽さんの日記



ただいま

2008.03.26

もうすぐ4月だというのに仙台はまだ寒いです。暖房のついた部屋のなかでも手足がかじかみます。PCから音楽を流しても、一向に気分はハイになりません。
今は荷物の整理
中です。宿舎は静まり返っています。
ふと、ドアを開けるとそこには闫红豆、叶晨伟、龚旭东がいて、下の階のカラオケルームには赵岩、张强、李沛爽、铁颖、张倩云がいる
ような錯覚をおぼえます。でもドアを開けてもそこにはよく知っている、そしてまるで見知らぬガランとした廊下と真っ赤に燃える夕日が見えるだけ。
7月にまた会いましょ
う。負けるなよ。

周　澤陽さんの日記



青空は涙なしで

2008.03.28

―よくつかわれる言葉で「月を見て泣いてしまうのならば，満天の星ですらも哀しかろう」。 別れは避けられない。自分たちの生活に戻ってゆく。笑ってさよならはするけれ
ど、本当はつらいことはお互いわかっている。
今日の仙台はとても気持ちのいいお天気です。ほんとうに、これから晴れの日が一日でもあれば前に進んでいけます。悲しまな
いで、泣かないで、ひとりぼっちでも、みんなと日の光の下にいたときのことを思い出せば寂しくはありません。だから別れを悲しまないで、この残された素晴らしい日々を大
事にしよう。７月に会ったときに悔いが残っていないように、みんながんばろう。
晴れた空で泣かない。雲も太陽をさえぎることは出来ないのだから。

周　澤陽さんの日記



待ち時間最も長い電車

2008.04.01

今日は休みの最後日となった。仙台に旅する予定で、案外の大きな、大きな風が吹いて、多分6〜7級の風ではないかと思った。
幸い私はずっと風が好きで、何も恐れずに普段
通り外出した。
駅に着いて、風でひとつ駅の足場が倒れたと現在急遽修復しているところなので電車の運行は見合わせているとのこと。
私が宿舎を出ると残りは管理人のお婆
さん一人しかいなくて、帰ってもつまらなそうで駅で待つことにした.......
待ちくたびれたところで、修復終了したので２分後発車すると駅長が興奮そうに（−ｖ−）放送し
た......
時計を見たら、一時間半がすぎてしまった......
やっと私の番が来た。立ち上がろうとしたが足が完全に痺れた。（まるまる一分間を掛けて切符売り場にたどり着いた。
この直線距離はたったの５メータ......）

周　澤陽さんの日記



千本桜

2008.04.20

BLEACHが好きな人はこの3つの文字がとても親切に感じるだろう。ハンサムな男を兼ね良い男である朽木白哉の魂を切る刀の名前はなかなか風格がある。
しかし今度のこの名
前は本当の花見の有名なスポットの名前だ。仙台近くの“大河原”に、「1目千本桜」と言うところがある。あれは1本の川沿いで、延々と続いている数キロも及ぶ川沿いに桜が植
えている、歴史の最も長いのはすでに80数年もあった。岸に立って、川沿いは眺めて見ると、本当に一目で千本の桜を見ることができそう。

周　澤陽さんの日記



コンピュータ絵画

2008.04.20

最近とても良いコンピュータ絵画用のソフトウェア、painterを見つかった。たくさん手描き効果ができる。結構使いやすい。最近ずっとそれを研究して、一枚一枚を描く毎に
新しい収穫があった。「エ！こうすれば、こういう効果ができたね！」^_^色塗りにはとても時間はかかるが、完成後やはりかなり達成感があるね。
絵の好きな友達にお勧め
～

周　澤陽さんの日記



open school

2008.04.20

今週の学校の雰囲気は少々普通ではなくて、みんながまじめそうに黙々といそがしそうに動いている。でも勉強のことでもなさそう……聞いて見たらOPENSCHOOLをやろうと
のことだった。僕は意外にも知らなかった（-o-）。同級生と京都に研修に行って来たから、別のチームに参加してお化け屋敷の準備作業に手伝うことになった。自分でも怖い
くらいだ。（チームリーダがそのストーリをリアルにしすぎるせいで=_=）準備作業はとてもおもしろくて，ちょっと小学校の頃の春の遠足前のことを思い出した。

周　澤陽さんの日記



時間が足りなくなった

2008.04.22

僕のような超ヒマ人でも、忙しくなった。
時間が足りない。
openschoolの時、お化け屋敷のイベントに参加するはずだったけど、やっぱり京都研修の友達の金閣寺の絵を描く
ことにした…
ヒマな時に見てみて。絵は引き続き、……頑張ろう！

周　澤陽さんの日記



ああ～、描き終わった！

2008.04.23

もともと3日を使って描くつもりだったが、結局今日で完成した。もっともっと細部とクラデーションを加えたかったが、このままでもイケてるじゃんと思った。とても粗く
て、「絵」みたいだけど、なんとなく暖かい感じ～～
眠すぎるからかもしれないかな～＝。＝　あくび出るし～　これで今日の発表終わります。笑わないでね～

周　澤陽さんの日記



OYEAH～やっと終わった

2008.05.24

のんびりしたGWが終わってから、すぐたくさんの用事ができた。各科目の定例の試験はもちろんだけど、5月17日のスポーツチャレンジのために、学校の生徒は六つのチーム
に分け、ゴムマリの争奪戦などの競技に出る。朝晩も応援のダンスを練習に行かなければならなかった。みんなと一緒に飛んだり跳ねたりして楽しかったが、実は、本当に疲れ
たんだ。
ダンスは二つの部分に分けて、第一部分は女の子が主役で、とてもクールだった。曲の名前は《lose your mind》だが、どういうわけか、みんなはそれを“BOA”と呼
んだ。第二部分は男の子が主役で、動作がとても誇張で、OTAKUだった。そして、気後れしないように、敵なしと言われるリーダーは私たちを連れて、仙台近くのかなり広い
公園で練習していた・・・結局、幼稚園のピクニック団に見物された。
二つのダンスの時間は合わせて５分をオーバーしてはいけない。登場と退場とダンスの間の着替え
（BOAのクールから100％のOTAKUに変える）の時間も含めた。そうでなければ、点数が引かれる。・・・そこで、何回も練習したけど、着替えの時間を含めなくても、4分
50秒以上かかった。着替えの時間は20秒ぐらいで、時間オーバーの恐れは高かった。
しかし団長は「なんとかなるさ」と言った。
本試合に出たら、やっぱり応援ダンスの一番
を取った。その一番のおかげで、体育競技に苦手な我がチームは総得点のランキングで二位になった。
ダンスの時間は4分59秒かかったと後から分かった。

周　澤陽さんの日記



新しい絵～

2008.06.19

前の金閣寺はみんなに愛されて、うれしい>_<今度はもう一枚の風景画をアップロードした。
名前は「暁」だけど、うっかりして夕暮れの感じになっちゃったみたい～～

周　澤陽さんの日記



納豆が好きになってきた～

2008.07.01

日本についたばっかりのごろ、友達がご飯の上に生卵と納豆をかけて食べたのを見て、なかなか慣れなかった。
ある日どうしてもご飯におかずがなくて、試しに生卵を食べて
みた。
まずくないけど、おいしくもないと思った……やはり緊急時の食べ物としてしか食べないだろうなと思った～
その後、友達の誘いで一回納豆を食べてみた。やっぱりい
やいやながらだった。最初の一口はおいしかったけど、最後まで食べると、味が苦くなり、最終的にあきらめるしかなかった。それからはずっと納豆を触ることがなかった。
でも、最近になって、納豆のパックにお醤油以外にからしもついてるから、僕はまた試すつもりでもう一回食べてみた……予想外においしかった！！それから毎晩一パックを食
べるようになってきて、今は中国にも持ち帰ろうと考えてるよ……
納豆、荷物に預けていいよね？

周　澤陽さんの日記



幸せに思うこと

2008.07.07

きのう学校の友達としゃべっているときに、なにげなく自分があと2週間で仙台を離れ、それから帰国することを話した。
友達は今までに何回も僕の帰国の日付を訪ねたし、僕
もそのたびに自分が７月末には帰国するとちゃんと答えていた。それなのに今回、友達はびっくりして「うそでしょ？早すぎるよ……」と言った。
なぜかわからないけど、僕
はうれしかった^_^　ほかの人の生活の一部にしてもらえて、人から「いるのが当たり前の人」って思われたのが、とても幸せに感じた。

周　澤陽さんの日記



また火曜日ね～

2008.07.21

金曜日は学校のオーケストラはニューヨークから来た大演奏家たちといっしょに出演した日だった。朝、授業は二時間だけやって、公民館へ行った。それを聞きに来た父母たち
は予想の人数を超えた。五年生は自ら席を譲って、門衛をしてあげた。ぼくもそうした。４時間立ってた。でも、うれしかった。自分もやっと役に立ったから。当直しない時
は、後列に行ってすこし聞くことができる。とてもすばらしい曲だった。
解散の時学友達はお互いに「また火曜日ね～」と言って別れた。ぼくは何も言わなかった。火曜日の
朝会えるだろうと思った。

周　澤陽さんの日記



一緒に仙台に行った

2008.07.21

日曜日、友達と一緒に仙台に行った。
ずっと前から見物したかった青葉城をぶらぶらして、初めて自分が一年暮した仙台を見下ろした。そして、山と霧に遮られた学校を一生
懸命探してみた。
昼ごはんは仙台の名物の牛舌で、意外に四人中、三人が初めてだった。
レストランを出て、仙台の一番町祭りに会った。囃子に合わせたのは横笛のメロディ
ーだった。その後ろにおみこしを担いでる人々がついた。そこで、甚平を一枚買っちゃった。
それから、プリクラを撮った。てんてこ舞いをして、多くの写真はかろうじて顔
が半分だけ写った。
別れる雰囲気は薄かったり、濃かったりした。
だから、いつもさよならを忘れないでと自分に注意した。

周　澤陽さんの日記



一週目～みなさん、元気ですか？

2008.08.03

家に着いて一週間たってから、無事を報告して、すみません；ｐ
パソコンは修理中だ。携帯も新しいのを買わなくては。猫はまだ家に迎えてない。そして、毎日補講を受けて
る。、、、、さぞ、みなさんも忙しいだろう。
そうだ、呉湖帆影さんはQQのグループを作った。日本語を話したいなら、入ってね～皆さん、帰国してから、毎日楽しく過ごす
ように～

周　澤陽さんの日記



長い間~に来ていません

2008.09.19

時間をわいて見に来た～三期生の皆さんはやる気いっぱいだね。
中国に戻って高校二年に入り、そして文科～今は日本語一級を目指してがんばっている～（皆さんのうしそに
なったけど）
9月28日運動会が開かれる。各クラスはユニークな入場式を展示するようにいま頭を絞っている中。宣伝委員として私も避けられなくて～準備の同時に勉強も手
が抜けることできないので、だからいま。。。。。すげいねむい（=·=）
みんなもがんばれよ^_^

周　澤陽さんの日記



哈喬、誕生日おめでとうございます～

2008.10.14

誕生日おめでとうございます～成年を祝福します～

周　澤陽さんの日記
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